春の会員交流会（２０２１．５．９）
総会に引き続いて春の会員交流会をＺＯＯＭにて、１１名の参加のもと行ないました。
交流会の前半は、コロナ禍の１年を振り返り皆さんに自由に発言していただきました。学校の休校や本人の楽しみの映画・旅行・イベント参加・福祉サービス等において制限を受けながらも大きく乱れることもなく親も子も頑張った１年であった事、また今後の子どもの日中活動や将来の生活設計についても考えることがあったと話された方もおられました。　
交流会後半は、事務局から日本自閉症協会が昨年末に行った「新型コロナウイルス流行により“自閉症の方”が受けた影響に関するアンケート」についてお伝えし、これからの本会の活動についても意見交換を行いました。行事会場で皆さんと会えないことは残念ではあるが、今後もＺＯＯＭを活用した行事を望む声が多くありました。
今回の会員交流会を通して、会員の皆さんのＺＯＯＭ環境を整えながらオンラインでも多くの方と出会えるよう企画を進めていきたいと思いました。
＜参加者からの感想＞
· コロナ禍においての皆さんの困りごとやご苦労を聞き、親も子も前向きな姿勢で工夫されている様子に元気を
いただきました。ありがとうございました。
· コロナ禍での各家庭の困り事などを共有出来て、非常に参考になりました。
うちの場合、出来ないことが多くて困っていますが、出来ることが多くても別の困りごとが生じるという
ことで、親の対応も難しいものだと感じました。会員の皆様との交流がなかなか出来ない中で、オンラインでの交流もいいものだと感じました。ありがとうございました。
· 後半からの参加で、全体の流れが分からず、適格な発言ができていなかったと思います。すみません。でも、自分の思いを聞いてもらっただけでも嬉しかったです。
コロナ禍の１年あまり、親子でストレスがたまり、早く収束して欲しいと願うばかりでしたが、アンケートで
は、「以前とそう変わらない」 「良かったこともあった」と言う回答が思った以上に多かったことに正直驚き
ました。うちの息子はマスクに抵抗はなかったものの、「絶対しなくてはならない」モードになっています。
作業所では外での作業が多いので、暑さで息が苦しくなってもマスクを外すこともできず、熱中症になって
しまうのではないかなど、心配事が増えるばかりです。でも今日のアンケート結果を聞き、もっと前向きに今の生活を楽しむ方法を考えなくてはならないなあと反省しています。 皆さんともっと交流を持ち、いろんな工夫などを、またお聞かせ願えたらと思います。ありがとうございました。　
· 本日はありがとうございました。
コロナ禍で中々お目にかかる機会が得られない事から活動予定を立てられる際にZOOM等を利用して対話の
機会を作って頂けると幸いです。今後ともよろしくお願いします。
· ZOOMでの総会・春の会員交流会でしたが、多くの人と会えてよかったと思います。
· 初めて総会に参加させていただきました。
コロナ禍でなかなか人に会えなくて大変な時ですが、オンラインのお陰で会うことが出来た人も大勢います。
自閉症協会の様々な当事者と共に過ごす企画がなかなか実施できないのは本当に残念ですが、今出来ることを
考えて前向きに過ごして行きたいと思います。
